第3回　青木村ふるさと公園（仮称）検討委員会　議事概要
日　時　　　平成26年2月17日（月）　19:00～21:00

場　所　　　青木村保健センター研修室

１．開会

２．あいさつ

３．議事

　前回までの意見、提案を踏まえ、平時、災害時、イベント時の3つのケースの利用イメージを含めた施設計画案を事務局より説明。あわせて、周辺の関連施設も含めた活性化の考え方も説明。そのうえで、今後の利活用についての提案と計画案に対する意見を一人ずついただいた。
（１）各委員からの意見

・村民には一般的には通常的な利用を考えている方が良いと思う。“３つの利用”を周知していくことが必要。上田にもあるような公園ができる程度の意識が強いので、村中にその主旨を説明していってもらった方がよい。
・たくさんの意見を集約いただけているのでは。原形としてはよいのではないか。
・もっと自分が子供のときに、こんな公園があればと感じたくらい。炊事場としていざというとき活用できるベンチなど、実現できれば良いなと思う。
・水場については、より、こども目線での工夫を。吐水タイプ＋遊具のように。施設の活用策としては、仮設スクリーンでの映画上映などは、可能なのではないかと思う。

・これまでの提案がほとんど入っているのが良い。公園は育っていくものという視点で楽しみにできる要素となっている。孫を遊ばせられる希望が持てて楽しみ。

・将来に向けてはまわりまで考えるといろいろな利用が考えられる。水曜クラブのボランティアの先生との連携、別所・鹿教湯の宿泊客向けのマイクロバスでの買い物ツアーなど、公園発の周辺施設への利用案内・誘導等。いずれは、全天候型の人気スポットにもでいれば、村の増収にもつながればよいと思う。
・限られた所に目的を入れた図面になっていると思う。公園とういうと遊園地をイメージしてしまうが、防災も目的。その面からの制約もあるので、この程度で良いと感じている。ただ、芝の手入れ、木や花の管理、運営が心配であるため、考えていけると良い。
・各委員の意見はよく取り、入れられていると思う。トイレの位置は、食堂近くでよいか、また倉庫の出し入れについて、さらに詳細の中で詰めてもらえるとよい。
・当初のイメージの公園になったかなと思う。外周は柵を設置するのか。倉庫の地下利用は考えているのか。
→まわりすべてを柵というスタイルを避けるため植栽を有効に使いつつ、転落防止など危険個所には柵を設置するイメージ。地下倉庫は考えていない。
・ふるさと公園の名はどうなるのか。
→公募する予定である。
・地震に対して、消防団としても十分に対策を考えられていない。有事については、さらに体制も含めて考える必要がある。ポンプ操法のレーンも駐車場に設けられると良い。

・実際の利用を考えて気づいた点。この図に出る部分ではないが、遊具もベンチも木製、照明は、足元灯も必要、車いす対応のトイレ、災害対応の放送設備の設置も必要と感じた。健康器具を１～２つ設置（健康ひろば）、管理事務所機能を設けてもよいと思う。
・青木村だからできる公園の目玉はなにか。一つは防災だと思うが。ドッグラン、眺望の丘あたりか。原っぱエリアは、平時の利用が課題。ヘリコプターの離着陸は、年１～２回あるかないか。冬は何もない。広場利用については、もっと考える方が良い。都会のご夫婦のなかには、人間と犬が宿泊できる場を求める声もある。ドッグランと一緒に考えていけると良いのではないか。サイクリングも是非取り入れていただきたい。20～30kmコース、野山を走れる公園、２～３泊コースなど、いろいろな方法が考えられる。
・ここだけで結論を出すのももったいない。職員の会議、村議さんへの対応についても、（今後）聞かせていただければと思う。
・身の丈にあった公園になっているのではと思う。時間をかけて深く進化していく公園。子供たちと育てていく公園。オープンするときに記念イベントを行えるのではないか。

（青木村三山のトレッキングイベント、写生大会、ミニマラソン等）
・第一印象は、まとめすぎてごちゃまぜで特色が薄い印象を持った。村の防災計画との関係、一つにまとめる方向で集約した手法を用いた理由をおききしたい。また、屋根付空間がもっとあるべきと感じる。
→防災面の位置づけは、見直し中の防災計画と連動させる方針。意見をできるだけまとめていく方向で集約した理由は、第1回におききした提案が、この公園のまわりを含む広いエリア一帯で相互に結びつけていくことで、より効果が生まれる内容がほとんどであったことによる。屋根の要否は現地で確認し、眺望への影響なども考慮して選択した。
・牧草のエリアによるコストの縮減の程度は大きいならよいが小さいなら芝をできるだけ用い、水の確保についても井戸水で、飲み水としての適性を調査する必要があると思う。

・これだけのものを取り込んでもらえたのはよいと思う。ここから利益を発信できるものにしたい。意見を出し合って利益に結び付くような流れに村民が努力しないといけない。
（２）委員長まとめ

全体としては、以下の点に留意して進めることで、計画案にご理解をいただけたという方向と思う。
①できて終わりではなく、育てていくんだよという経過で作った公園。
②周知にはイベント、イベントを通して知らせていく。テーマ性を育てよ。

③トイレ、照明、柵、井戸、ベンチ、ソーラー、遊具など、具体的にいただいた意見は実施設計のなかで検討していく。

４．村長あいさつ

５．閉会
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